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い
の
ち
を
さ
さ
え　

い
の
ち
を
つ
な
ぐ　

十
和
田
市
立
中
央
病
院

９
月
１
日
か
ら
「
診
療
料
金
の
一
部
預
か

り
金
制
度
」
を
導
入
し
ま
す

■提言書（答申）に係る市の主な方針と対応

項目 提言書（答申） 市の方針・対応

数値目標の設定
平成22年度中の資金収支の単年
度黒字化を必達目標とする

資本的収支を含む平成22年
度中の資金収支の単年度黒
字化を目指します

経営形態の見直し

▶平成22年度内に速やかに地方
　公営企業法全部適用に移行す
　る
▶事業管理者を置く
▶平成22年度中に数値目標を達
　成できれば全適を継続する。
　できなければ事業管理者の罷
　免を検討し、平成23年度中に
　非公務員型の地方独立行政法
　人に移行する

平成22年７月１日に地方公
営企業法全部適用に移行し
ました

評価委員会の設置
全適移行後の経営を審査するた
め、別途評価委員会を設置する

４人程度の評価委員会を設
置します

事業管理者の選任 事業管理者を公募する
市長が蘆野病院長を事業管
理者に任命しました

その他

病床規模の再検討
入院患者の増減に応じて休床
を含め病棟再編を行います

財務諸表等の公開
経営情報をホームページな
どで公表します

職員への配慮 情報を共有します

契約内容の適正化
平成22年度中に変更可能な
ものから実施します

　

中
央
病
院
で
は
、
９
月
１
日
よ
り
未
収

金
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
夜
間
、
休
日
に

救
急
室
を
受
診
さ
れ
る
患
者
か
ら
診
療
料

金
の
一
部
と
し
て
一
定
金
額
を
預
か
り
、

後
日
精
算
す
る
「
診
療
料
金
の
一
部
預
か

り
金
制
度
」
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

対
象
時
間

▼
平
日　

午
後
５
時
か
ら
翌
日
午
前
８
時

　
　
　
　

30
分
ま
で

▼
土
・
日
・
祝
日　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

翌
日
の
午
前
８
時
30
分
ま
で

※
受
診
す
る
際
、
保
険
証
、
診
察
券
お
よ

　

び
各
種
医
療
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

預
か
り
金
額

▼
保
険
証
を
持
参
し
た
か
た

　

５
０
０
０
円

▼
保
険
証
を
持
参
し
な
い
か
た

　

１
０
０
０
０
円

※
預
か
り
金
を
用
意
で
き
な
い
場
合
は

　

「
支
払
確
約
書
」
を
提
出
し
て
い
た
だ

　

き
ま
す
。

精
算
受
付
時
間

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
土
・
日
・
祝
日

　

を
除
く
）
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後

　

４
時
30
分
ま
で

問
い
合
わ
せ
先　

中
央
病
院
事
務
局
医
事

　

課
（
☎
㉓
５
１
２
１
内
線
２
０
２
０
）

表１ 平成22年度病院事業経営改善目標 　　　　　　単位：千円

区分 当初予算額 経営改善目標額

①事業収益（入院、外来収益など） 7,626,879 8,054,150

②事業費用（給与、薬品、委託料など） 7,908,002 7,597,149

合計（①-②) ▲281,123 457,001

※減価償却費、資産減耗費、繰延勘定償却費の現金の支出を必要
　としない経費を除いています。

表２ 不良債務の状況（平成21･22年度決算は見込み額） 　　単位：千円

区分 平成20年度決算 平成21年度決算 平成22年度決算

単年度資金収支 ①▲717,954 ②▲829,293 ③457,001

不良債務額 ▲717,954
　　①

▲1,547,247
　①＋②

▲1,090,246
　  ①＋②＋③

不良債務比率 14.3％ 27.9％ 16.4％

経営改革検討委員会の開催日と主な検討内容

平成22年 主な検討内容
１ ２月６日 市立中央病院の概要と経営状況

２ ３月６日

▶市立中央病院の経営の問題点
　と経営改善
▶地域医療における市立中央病
　院の役割

３ ４月３日
経営改革検討委員会の提言書
（案）の検討

 ４月14日、市に提言書が提出されました。

　

十
和
田
市
立
中
央
病
院
経
営
改
革
検
討
委
員
会
の
提
言
を
受
け
て
、
７
月
１
日
に
地
方
公
営
企
業
法
全
部
適
用
（
全
適
）
に
移
行
し
た
中
央

病
院
。
市
長
部
局
か
ら
独
立
す
る
こ
と
で
責
任
の
明
確
化
と
経
営
の
健
全
化
を
目
指
す
中
央
病
院
の
住
民
説
明
会
が
７
月
７
日
に
市
民
文
化
セ

ン
タ
ー
、
12
日
に
十
和
田
湖
支
所
ふ
る
さ
と
皆
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
説
明
会
で
は
、
全
適
に
よ
り
新
た
に
中
央
病
院
の
経
営
責
任
者
と

な
っ
た
蘆
野
吉
和
事
業
管
理
者
（
中
央
病
院
院
長
）
が
「
病
院
を
長
期
に
わ
た
っ
て
存
続
さ
せ
る
た
め
に
経
営
改
善
に
取
り
組
む
」
と
あ
い
さ

つ
し
、
収
入
増
加
や
経
費
削
減
の
具
体
的
な
対
策
を
示
し
な
が
ら
、
平
成
22
年
度
に
お
け
る
収
支
黒
字
化
目
標
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
今

号
で
は
説
明
会
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
経
過
報
告

　

市
は
不
良
債
務
が
増
加
す
る
中
央
病
院

の
経
営
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
２
月
６

日
に
外
部
の
有
識
者
を
含
む
経
営
改
革
検

討
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

検
討
委
員
会
（
長
隆
委
員
長
）
は
一
般

公
開
で
３
回
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
病
院

経
営
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

今
後
の
経
営
改
革
の
あ
り
方
を
ま
と
め
、

市
に
提
言
書
（
答
申
）
を
提
出
し
ま
し
た
。

■
こ
れ
ま
で
の
病
院
経
営
改
善
に
向
け
た

　

取
り
組
み
事
項

①
夜
間
・
休
日
の
救
急
患
者
の
入
院
受
け

　

入
れ
体
制
を
整
備
し
、
で
き
る
だ
け
入

　

院
し
て
経
過
を
診
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

②
日
中
の
急
患
や
か
か
り
つ
け
医
が
い
な

　

い
か
た
を
紹
介
状
な
し
で
診
療
す
る
体

　

制
を
強
化
し
ま
し
た
。

③
午
前
の
退
院
、
午
後
の
入
院
体
制
に
よ

　

る
病
床
運
営
の
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。

④
職
員
に
病
院
経
営
の
状
況
に
つ
い
て
周

　

知
を
図
り
、
危
機
意
識
を
持
た
せ
ま
し

　

た
。

⑤
温
か
み
の
あ
る
、
笑
顔
の
み
え
る
対
応

　

を
職
員
全
員
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

⑥
全
職
員
で
の
経
営
改
善
に
取
り
組
む
た

　

め
に
、
経
営
企
画
室
を
設
け
職
員
を
３

　

人
配
属
し
、
経
営
戦
略
会
議
を
核
と
し

　

て
各
部
門
の
職
員
か
ら
な
る
収
益
増
加

　

部
会
、
費
用
削
減
部
会
を
設
置
し
、
活

　

発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

⑦
診
療
科
代
表
者
会
議
を
設
置
し
、
経
営

　

分
析
デ
ー
タ
を
共
有
し
な
が
ら
、
各
診

　

療
科
の
経
営
戦
略
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
一
般

病
床
の
入
院
患
者
が
平
成
21
年
４
月
か
ら

12
月
ま
で
の
平
均
２
１
８
人
か
ら
平
成
22

年
３
月
は
２
６
１
人
、
６
月
は
２
６
５
人

と
増
加
し
て
い
ま
す
。

■
平
成
22
年
度
病
院
事
業
収
支
目
標

①
一
般
病
床
に
お
け
る
１
日
当
た
り
の
目

　

標
入
院
患
者
数
を
２
６
９
人
に
設
定
し

　

ま
し
た
。

②
委
託
業
務
、
給
与
体
系
、
事
務
職
員
の

　

配
置
基
準
の
見
直
し
と
そ
の
適
正
化
を

　

図
り
ま
す
。

　

中
央
病
院
の
診
療
活
動
に
支
障
が
な
い

程
度
に
可
能
な
限
り
経
費
を
削
減
す
る
と

と
も
に
、
入
院
患
者
の
増
加
を
図
り
、
平

成
22
年
度
は
表
１
の
と
お
り
４
億
５
７
０
０
万

円
の
資
金
収
支
の
黒
字
化
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

■
不
良
債
務
に
よ
る
個
別
外
部
監
査

　

中
央
病
院
の
不
良
債
務
の
状
況
は
表
２

の
と
お
り
で
す
。
平
成
21
年
度
決
算
（
見

込
み
額
）
に
お
け
る
不
良
債
務
額
は
約

15
億
４
７
０
０
万
円
で
不
良
債
務
比
率
は

27
・
９
％
と
な
り
、
経
営
健
全
化
基
準
で

あ
る
20
％
を
超
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

９
月
の
第
３
回
市
議
会
定
例
会
で
認
定

さ
れ
る
決
算
の
資
金
不
足
比
率
が
経
営
健

全
化
基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
、
地
方
公

共
団
体
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
き
、
経
営

健
全
化
計
画
の
策
定
と
外
部
の
専
門
家
に

よ
る
個
別
外
部
監
査
が
義
務
付
け
ら
れ
、

財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て
徹
底
し
た
原
因

究
明
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。　

　

今
後
、
病
院
経
営
の
状
況
は
中
央
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
と
わ
だ
な
ど
で
公

　
　
　
　
　
　

中
央
病
院
か
ら
の
お
願
い

▼
入
院
治
療
は
、
で
き
る
限
り
中
央
病
院

　

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
救
急
で
来
院
さ
れ
た
場
合
は
、
観
察
入

　

院
を
お
勧
め
し
ま
す
。
特
に
救
急
車
で

　

来
院
さ
れ
た
か
た
は
、
一
時
症
状
が
落

　

ち
着
い
て
も
再
度
具
合
が
悪
く
な
る
こ

　

と
も
あ
り
ま
す
の
で
入
院
を
お
勧
め
し

　

ま
す
。

▼
救
急
医
療
は
あ
く
ま
で
も
緊
急
時
の
備

　

え
で
す
。
救
急
外
来
の
コ
ン
ビ
ニ
受
診

　

は
で
き
る
だ
け
控
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
か
か
り
つ
け
医
を
必
ず
持
つ
よ
う
に
し

　

て
く
だ
さ
い
。
病
状
が
安
定
し
て
い
る

　

か
た
は
か
か
り
つ
け
医
に
積
極
的
に
紹

　

介
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
へ

表
し
て
い
き
ま
す
。

　

７
月
１
日
か
ら
中
央
病
院
は
、
経
営
形

態
を
地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
に
移

行
し
ま
し
た
。
全
適
へ
の
移
行
に
よ
り
、

診
療
体
制
や
診
療
内
容
が
変
わ
る
も
の
で

は
な
く
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
市
立
中
央

病
院
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
と
健

康
を
守
り
、
地
域
に
必
要
な
医
療
を
提
供

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

中
央
病
院
事
務
局
業
務
課
経
営
企
画
室

　

（
☎
㉓
５
１
２
１
内
線
３
２
２
０
）

不良債務とは…年度内に支払わなければならない債務が、持っ   
　ている現金・預金などを超えることです。
不良債務比率とは…医業収益（外来受診料や入院代など）に対
　する不良債務の割合を示すもので資金の不足状況を表します。
経営健全化計画とは…経営の黒字化を図るために、収入増加や
　経費削減の具体的な対策を示した計画のことです。
個別外部監査とは…市民、議会、市長から要求または請求が
　あった場合に、監査委員の監査に代えて、市と契約を締結し
　た専門的な知識を有する外部監査人が行う監査のことです。

用語の解説


